
宮
城
朝
陽
同
窓
会

平
成
元
年
新
年
会

時
　
平
成
元
年

一
月
十
七
日
（火
）

午
後
六
時
―
午
後
八
時
三
〇
分

場
　
中
国
飯
店

「龍
鳳
苑
」

仙
台
市
青
葉
通
ひ
ら
つ
か
ビ
ル
４
Ｆ

出
席
者

（敬
称
略
）

島
内
武
文
（３
回
）

本
間
正
樹
（１３
回
）

菊
地
　
章
（２０
回
）

高
橋
由
巳
（新
１
回
）

鈴
木
芳
之
（新
４
回
）

青
木
恭
規
（新
９
回
）

武
田
幸
雄
（新
１０
回
）

（以
下
学
生
）

小
川
欣

一
（新
３５
回
）

小
田
島
肇
（新
３８
回
）

小
松
偉
二
（新
３８
回
）

村
井
実
花
（新
４０
回
）

小
島
　
浩
（２
回
）

山
口
　
格
（１５
回
）

佐
藤
敦
久
（２０
回
）

岩
井
鉄
也
（新
４
回
）

平
川
直
弘
（新
６
回
）

大
藤
高
志
（新
Ю
回
）

直
江
真

一
（新
２２
回
）

小
松
元
彦
（新
３７
回
）

仲
村
売
正
（新
３８
回
）

大
旧
啓
文
（新
３９
回
）

以
上
２‐
名

経
　
過
暖
か
い
日
が
続
き
三
々
五
々
定
刻
に
は
殆
ど
の
人

が
会
場
に
集
ま
り
、
岩
井
幹
事
司
会
の
も
と
、
山
口

新
会
長
よ
り
ご
挨
拶
が
あ
り
、
小
島
前
会
長
の
音
頭

で
乾
杯
、
宴
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
島
内
名
誉
会
長

「朝陽」〆が誕ゲプ
)年
)P

ょ
力
由
Ｌ
紹
介
仕
兼
ね
て
滋
味
溢
る
る
お
話
が
あ

り
一
続
い
て
新
人
学
生
会
員
小
松
偉
二
君

（東
北
大

歯
学
部
）、
大
田
啓
文
君

（東
北
大
工
学
部
）
、
村
井

実
花
さ
ん

（東
北
大
文
学
部
）
の
紹
介
及
び
ス
ピ
ー

チ
が
あ
り
ま
し
た
ｏ
村
井
実
花
さ
ん
の
祖
父
、
村
井

秀
夫
氏

（第
１
回
生
）
も
仙
台
に
在
住
さ
れ
お
元
気

の
由
で
す
。
新
会
員
は
実
川
俊
氏

（新
１１
回
神
東
塗

料
勤
務
）
で
す
。
テ
ー
ブ
ル
毎
に
順
番
に
自
己
紹
介

を
兼
ね
て
ユ
ー
モ
ア
溢
る
る
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
さ

す
が
六
中
健
児
と
い
っ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
ｏ
毎
年

の
こ
と
な
が
ら
在
校
時
代
の
旧
師
、
学
国
の
事
に
花

が
咲
き
、
定
刻
よ
り
三
〇
分
も
延
長
し
て
、
六
中
健

児
の
歌
を
声
高
ら
か
に
斉
唱
し
記
念
写
真
を
撮
り
散

会
致
し
ま
し
た
ｏ

お
願
い
宮
城
県
に
転
勤
又
は
入
学
さ
れ
は
し
た
折
は
是
非

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

富
域
朝
陽
会
員
名
簿
を
差
上
げ
ま
す
。
又
、
来
年

の
新
４
会
の
ご
案
内
も
ご
通
知
致
し
ま
す
。

事
務
局
　
仙
台
市
上
杉

一
丁
目
九
―
二
五

ｍ
セ
ン
ト
内
　
本
間
正
樹

電

ｏ
量
―
量
卿―
三
二

内
線
き
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